
日本心臓財団では日本循環器学会の後援のもとに
バイエル薬品株式会社の協力を得て、循環器疾患の
研究に携わる35歳未満の研究者が海外の研究機関に
留学し、研究を行うための助成事業を実施しており、
17回目を迎えました。
今回は全国より23名の応募申請があり、1月30日に
東京で選考委員会が開かれ、下記の10名が選考され
ました。
贈呈式は来る3月29日、東京で開催される第68回日

本循環器学会総会・学術集会（会長：上松瀬勝男日
本大学教授）時に行われます。
助成金はそれぞれ300万円です。

● 財団法人日本心臓財団 ●
〒100－0005  東京都千代田区丸の内3－4－1  新国際ビル835区－A  

○ Tel 03-3201-0810    ○ Fax 03-3213-3920    ○ e-mail:info@jhf.or.jp   ○ http://www.jhf.or.jp/  
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日本心臓財団・バイエル薬品 海外留学助成対象者決定10名を選考日本心臓財団・バイエル薬品 海外留学助成対象者決定10名を選考

選考委員（敬称略）

委員長 村山　正博 横浜市スポーツ医科学センター長

委　員 多田　道彦 大手前学園栄養文化学院教授

外山　淳治 豊橋ハートセンター総長

早川　弘一 久我山病院院長

藤島　正敏 九州大学名誉教授

助成対象研究者
（五十音順・敬称略）
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牛込　秀隆 
（34歳） 

大石　　勲 
（33歳） 

大山　尚貢 
（31歳） 

川内　潤也 
（32歳） 

鯉渕　信孝 
（33歳） 

杉本　　研 
（33歳） 

田場　洋二 
（34歳） 

野間　玄督 
（34歳） 

細田　　徹 
（33歳） 

万木　貴美 
（32歳） 

京都府立医科大学大学院 
移植・再生制御外科学 大学院生 
 
神戸大学大学院 医学系研究科 
ゲノム科学講座 助手 

北海道大学大学院 医学研究科 
循環病態内科学 大学院生 

東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 
心肺機能外科学 大学院生 

大阪大学大学院 医学系研究科 
臨床遺伝子治療学 未来開拓研究員 

大阪大学大学院 医学系研究科 
加齢医学 大学院生 

琉球大学医学部 
循環系総合内科 医員 

広島大学大学院 医歯薬学総合研究科 
分子病態制御内科学 大学院生 

東京大学大学院 医学系研究科 
循環器内科学 リサーチレジデント 

京都大学 再生医科学研究所 
リサーチアソシエイト 

制御性T細胞の誘導によるアロ移植心臓の 
移植後動脈硬化症の抑制と免疫寛容の実現 

心筋再生制御を目指した心筋分化機構の解析 

動脈硬化のメカニズムと 
その進展制御におけるAktの役割 

ATF3による血管内皮細胞保護－転写抑制機構の 
解明と遺伝子治療の可能性の検討－ 

新規に同定された転写因子CHF1の内皮および 
血球細胞の分化機構における役割と機能の解析 

高血圧感受性遺伝子の分析 

血管内皮細胞におけるメカニカルストレスの 
情報伝達機序の解明 

虚血性心疾患における内皮細胞内Aktの役割 
－内皮細胞内Aktは動脈硬化進展抑制作用および 
心筋虚血再還流障害抑制作用に関する検討－ 

心筋細胞の発生・分化プロセスの解明と 
心筋再生医療による難治性心疾患の克服 

動静脈分化因子のX線結晶構造解析と 
その血管再生医学への応用 

ピッツバーグ大学トーマスE 
スターツル移植研究所（米国） 

ソーク研究所（米国） 

ハーバード大学ブリガム・ 
ウィメンズ病院（米国） 

オックスフォード大学サー・ 
ウィリアム・ダン病理学学校（英国） 

ハーバード大学ブリガム・ 
ウィメンズ病院（米国） 

カリフォルニア大学 
サンフランシスコ校（米国） 

ロチェスター大学 
メディカルセンター（米国） 

ハーバード大学ブリガム・ 
ウィメンズ病院（米国） 

ニューヨーク医科大学 
心血管研究所（米国） 

インペリアル大学（英国） 

番号 氏　　名 所　　属 研　究　課　題 留　学　先 

第
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回

第
17
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助成対象研究者
（五十音順・敬称略）
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足立  和正 
（36歳） 
安部  治彦 
（44歳） 
井川  昌幸 
（40歳） 
石川  利之 
（47歳） 
久賀  圭祐 
（47歳） 
清水  宏紀 
（45歳） 
高木  雅彦 
（40歳） 
武田  寛人 
（43歳） 
中本     進 
（49歳） 
横式  尚司 
（39歳） 

社団法人明石市医師会立明石 
医療センター循環器科 

産業医科大学第二内科講師 

国家公務員共済組合連合会 
平塚共済病院循環器科医長 
横浜市立大学医学部附属病院 
第二内科CCU助教授 
 
筑波大学臨床医学系内科助教授

 

兵庫医科大学循環器内科 
 
大阪市立大学大学院医学研究科 
循環器病態内科学助手 
財団法人太田綜合病院附属 
太田西ノ内病院循環器センター部長 

近畿大学医学部 心臓血管外科助手 

北海道大学病院循環器内科助手 

所　属・職　名 番号 氏　　名 

選考委員（敬称略）

委員長 笠貫 宏 東京女子医科大学附属日本心臓
血圧研究所循環器内科学教授

委　員 相澤 義房 新潟大学医歯学総合研究科
器官制御医学教授

奥村 謙 弘前大学医学部第二内科教授

鎌倉 史郎 国立循環器病センター
第一生理機能検査室医長

田中 茂夫 狭山中央病院院長

日　時：平成16年3月26日（金）18：30～21：00（開場18：00）
会　場：東京国際フォーラム　ホールB7（2）
プログラム：
I. ショートドラマライブ「ある日心臓病予防といわれて治療が始まった。」
II. 講演「循環器疾患の予防と治療における連携医療」
（１）「医師の役割と課題」道場信孝（（財）ライフプランニングセンター）
（２）「看護師の役割と課題」佐藤淳子（（財）ライフプランニングセンター・クリニク）
（３）「栄養士の役割と課題」由田克士（国立健康・栄養研究所）

（４）「薬剤師の役割と課題」越川千秋（獨協医科大学薬剤部）
（５）「健康日本２１の普及から循環器疾患の治療まで」

吉池信男（国立健康・栄養研究所）
III. 講演「人と人とのコミュニケーションの中から真の情
報・ニーズを引き出す」露木　茂（フリーアナウンサー）

【応募先】FAX: 03-3876-9084 E-mail: myanko@aol.com
コメディカル事務局

第4回 日本心臓財団 Scholarship
－心不全CRT海外研修－ 助成対象者決定 10名を選考

当財団では日本メドトロニック株式会社の協力を得て、米
国の研究機関にて１週間の短期海外研修助成を行ってお
り、これまで３回実施しました。今回は前回に引き続いて心
臓病治療における心不全CRT（Cardiac Resynchronization
Therapy）の研究者に対し、Emory University（米国・ジョ
ージア）及びリード挿入テクニック研修のための動物実験設
備等にて実施します。
対象は、心臓血管病の臨床電気生理学に携わり、ICD

認定施設関連に従事する35歳以上の研究者です。
今回は16名より応募があり、笠貫宏東京女子医科大学教

授を委員長とする選考委員により、下記の10名が選考され
ました。研修期間は2月16日より20日までです。
助成金はそれぞれ80万円です。

「高血圧・高脂血症と血管代謝」研究助成募集
当財団ではファイザー株式会社の協力のもとに、「高血

圧・高脂血症と血管代謝」研究助成を実施しております。
今回は次のとおり募集します。

募集要項
研究分野及び助成対象
心臓血管病の予防という観点に立ち高血圧及び高脂血症

の分野において研究を行う研究者に対して助成を行う。
なお、研究助成テーマの募集は、 基礎、 臨床に分けて行う。
助成金額及び件数
総額900万円（100万円を最優秀賞として基礎・臨床から

合計5件、40万円を優秀賞として10件）
応募資格
1）対象：原則として個人研究

2）年齢：1964年４月１日以降に生まれた者
3）ただし、次の事項に該当する者は応募できない

前年度の最優秀助成対象者の連続応募
同一研究テーマで同年度に他の助成を受けた者
研究助成発表会当日に応募者本人が口演不可能
と思われる場合

4）留学中に行った研究でも可。
5）原則として日本国内の研究施設に所属する者に限る。
6）倫理上問題となることが予想される研究については、
所属施設の倫理委員会の承認を得ていることを示す書
類のコピーを添付する。

応募締切日
2004年4月9日（火）必着。お問い合わせは、当財団事務局まで。

第68回日本循環器学会総会・学術集会 コメディカルセッション
「患者とのより良いコミュニケーションのために」

（医師、看護師、薬剤師、栄養士、検査技師等医療関係者を対象）
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長寿社会を迎え、健康に不安を感じる人々が多くなっ
てきました。楽しく豊かな生活を送るためには病気につ
いての正しい知識を持つことが大切です。
そこで第68回日本循環器学会では生活習慣と心臓病や

高血圧、高脂血症などの循環器病の予防と対策についてフ
ォーラムを開催します。
日　時：平成16年3月26日（金）

14時～16時30分（受付開始13時）
会　場：東京国際フォーラム　ホールA

東京都千代田区丸の内3-5-1
定　員：5,000名
参加費：無料

プログラム：
◎講演1「一般人のための心臓病の理解」―間違った知識の整理―
［座長］（財）日本心臓財団副会長・関東中央病院名誉院長 杉本 恒明先生
［講師］聖路加国際病院理事長 名誉院長 日野原 重明先生
◎講演2「心臓病と良い生活習慣」
―心臓病を予防する生活法と心臓病の患者さんの望ましい生活法―

［座長］京都大学名誉教授・医仁会武田総合病院顧問 河合 忠一先生
［講師］（財）日本心臓血管研究振興会附属榊原記念病院院長 細田 瑳一先生

京都大学名誉教授・医仁会武田総合病院顧問 河合 忠一先生

1. 禁煙推進市民公開講座
「心臓病や脳卒中予防にはノー・スモーキング

～タバコを上手にやめましょう～」

日　時：2004年3月27日（土）16：00～18：00
会　場：東京国際フォーラム　ホールD7
定　員：270名
参加費：無料（事前申し込み要）
プログラム：
司　会：藤原久義（岐阜大学再生医科学循環器内科、日本

循環器学会禁煙推進委員会委員長）
講演1「心臓病、脳卒中から見た禁煙教育の意義」

岡山　明（国立循環器病センター）
講演2「新禁煙時代ーわかる！できる！禁煙方法」

高橋裕子（奈良女子大学）
講演3「予期せぬ出来事」西田敏行（俳優）
インタビュー&討論

2. 心肺蘇生法市民公開講座
「いざという時役に立つ心肺蘇生」

日　時：2004年3月28日（日）13：30～16：20
会　場：大手町サンケイプラザ　3階301号室
定　員：200名
参加費：無料（事前申し込み要）
プログラム：
（１）特別講演「自動体外式除細動器（AED）を使った新し

い心肺蘇生法：命を救う主役は市民だ」
河村剛史(兵庫県立健康センター)

（２）心肺蘇生事例報告 東京消防庁ほか
（３）心肺蘇生法実習「新しい心肺蘇生と自動体外式除細動

器（AED）使用の実際」
指導：河村剛史、高山守正（日本医科大学第1内科）、菊地研（岩手医科
大学救急医学）をはじめとする日本循環器学会認定インストラク
ター、コメディカルインストラクター、東京救急協会、東京消防庁

●主催：第68回日本循環器学会、日本心臓財団、日本学術会
議循環器学研究連絡委員会、朝日新聞社

●後援：東京都、日本医師会、東京都医師会
●協賛：三共株式会社
●お申込み方法：参加ご希望の方は郵便番号、住所、氏名
（ふりがな）、年齢、職業、電話番号、希望人数（参加希望
者全員の住所、氏名、年齢、職業、電話番号）を記入の上、
ハガキ、FAX又はEメールにて下記宛にお送り下さい。
申込締切3月19日（金）消印有効。

〒105-0004
東京都港区新橋2-20新橋駅前ビル1号館5階
（株）協和企画コンベンション事業部「市民公開講座」A係
FAX：03-3573-2064 Eメール：seminar@kyowa-ac.co.jp
※ハガキ、FAXでお申込みの際は、楷書でお書き下さい。

●循環器病に関してご質問のある方は、お申込みのハガキ、
FAX又はEメールにお尋ねしたい先生のお名前と質問内
容を明記して下さい。

●応募者多数の場合、抽選を行いますのでご了承下さい。
当選者発表は、招待状の発送をもってかえさせて頂きます。
尚、「ご招待状」1枚につき1名様限り有効です。

お問合わせ：（株）協和企画コンベンション事業部
「第68回日本循環器学会・市民公開講座」事務局
TEL.03-3573-2060
（土、日、祝日を除く9：00～18：00）

心臓病からあなたを守る生活習慣
第68回日本循環器学会　市民公開講座

日本循環器学会関連 市民公開講座

●申込方法：ハガキ、ＦＡＸ、e-mailにて聴講希望講座のテーマを明記し、
希望人数と全員の郵便番号、住所、氏名、ふりがな、年齢、職業、電話
番号を記入してお申込ください。
＊聴講希望講座名が記載されていない場合は無効になりますのでご注意ください。
●申込先：（ハガキ） 〒102-8481 東京都千代田区麹町5-1⑭コングレ内

日本循環器学会公開講座Ａ係

（ＦＡＸ） 03-5216-5552
（e-mail） junkankikoukai@congre.co.jp

●締切：3月10日（水）消印有効
●ご招待者の決定方法　応募多数の場合は、抽選にて決定します。なお、
発表は招待状の発送をもって替えさせていただきます。

応募要領
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●お近くにお越しの節はお立ち寄り下さい。●

当財団は地球環境保護を重要と考え、この季報には再生紙を使用しております。

●心臓財団からのお願い●
～ご寄付ならびに賛助会ご加入～

当財団が循環器疾患の予防・制圧事業を展開するうえで、その

多くは寄付金ならびに賛助会費により支えられております。あなた

のまわりの方にもぜひ呼びかけてください。

ご寄付はいくらでも受けさせていただいております。当財団は

「特定公益増進法人」として認可を受けておりますので、税制上の

優遇措置が講じられております。

賛助会は日本心臓財団の目的に賛同し、その働きを支援する

方々、法人によって構成されています。賛助会費は、個人の場合、

年額1万円、法人の場合は5万円で何口でも差し支えありません。

ご支援いただける場合は、下記の口座をご利用ください。

郵便振替口座 00140-3-173597
宛て先 財団法人日本心臓財団

ご支援ありがとうございますご支援ありがとうございます

心臓病、脳卒中など循環器疾患の予防制圧をめざす日本心臓財団の事業の維持と発展にご協力下さるため賛助会にご加入
いただき、ご支援を賜っております企業・団体は下記のとおりです。 （今年度分：五十音順）

当財団の賛助会にご協力いただいている企業・団体一覧

当財団へのご寄付

次の方からご寄付を頂戴しました。ここにご芳名を記
して感謝の意を表します。 （2003年11月～2004年 1 月）

小林澄江様
広瀬トヨ様
直井廣治様
匿　名

大山昌江様
椎名　武様
加藤正明様
屋代芳郎様
塩原　昭様
関　悦三様
大内信夫様
大野忠一様
酒井武志様
川上栄子様

茨城県水戸市
茨城県那珂郡
茨城県水戸市

神奈川県川崎市
茨城県久慈郡
愛知県名古屋市
茨城県西茨城郡
茨城県水戸市
茨城県西茨城郡
茨城県西茨城郡
茨城県水戸市
愛知県岩倉市
茨城県笠間市

3万円
1万円
2万円
3万円
5千円
5千円
5万円
1万円
5千円
1万円
10万円
1万円
3万円
5万円

本年度もご支援をいただいた方のご芳名を掲載します。
（敬称略：2003年11月 1 日～2004年 1 月31日）

当財団をご支援くださる方

河北　成一 河田 真智子 後藤　京子 小林 太刀夫
橋本 敬太郎 籏野 脩一

旭化成工業（株）

アストラゼネカ（株）

アベンティスファーマ（株）

エーザイ（株）

エドワーズライフサイエンス（株）

大塚製薬（株）

小野薬品工業（株）

オムロンヘルスケア（株）

関西電力（株）

救心製薬（株）

杏林製薬（株）

（株）協和企画

協和醗酵工業（株）

麒麟麦酒（株）

（株）ゲッツブラザーズ

興和（株）

三共（株）

（株）ジェイティービー

塩野義製薬（株）

（株）スズケン

住友製薬（株）

（株）世界貿易センタービルディング

ゼリア新薬工業（株）

第一製薬（株）

大正製薬（株）

大日本製薬（株）

太平洋セメント（株）

大鵬島薬品工業（株）

武田薬品工業（株）

田辺製薬（株）

中央建物（株）

中外製薬（株）

中部電力（株）

（株）ツムラ

帝人ファーマ（株）

テルモ（株）

トーアエイヨー（株）

東京海上火災保険（株）

東京電力（株）

東芝メディカルシステムズ（株）

鳥居薬品（株）

日研化学（株）

（株）日清製粉グループ本社

（社）日本医師会

日本ガイダント（株）

日本軽金属（株）

日本ケミファ（株）

日本光電工業（株）

日本シェーリング（株）

日本心臓ペースメーカー友の会

日本新薬（株）

日本製紙（株）

日本生命保険（相）

日本ベーリンガーインゲル

ハイム（株）

日本メドトロニック（株）

ノバルティスファーマ（株）

バイエル薬品（株）

万有製薬（株）

ファイザー（株）

フクダ電子（株）

藤沢薬品工業（株）

ブルーミング中西（株）

丸善（株）

三井物産（株）

三菱ウェルファーマ（株）

三菱地所（株）

三菱信託銀行（株）

明治製菓（株）

持田製薬（株）

山之内製薬（株）

ユフ精器（株）

杉下靖郎氏（当財団評議員）

平成15年12月17日、呼吸不全のため逝去されました。
享年69歳でした。先生は平成5年当財団の評議員に就任
され、この間、研究奨励金、海外留学助成金の選考委員
長などに携わり、若手研究者の育成に務められ、また当
財団の発展にご尽力いただきました。謹んでご冥福をお
祈り申し上げます。

訃
報


